
ＪR 板橋駅と東武東上線大山駅を結ぶまち歩き 

 

１ ルートについて 

集合場所：JR 板橋駅プラットホーム中央（駅の出入り口ではないのでご注意ください） 

 

 

２ JR 板橋駅周辺について 

 

①板橋駅板橋口地区市街地再開発事業（個人施行） 

・沿革 

平成 4 年：日本国有鉄道清算事業団より土地（約 1,675 ㎡）を板橋区が取得（※市街地再開発
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事業区域の南側約半分） 

平成 26 年：JR と板橋駅板橋区側一体開発可能性検討に関する覚書締結 

平成 28 年：JR と板橋駅板橋区側一体開発推進に関する基本合意書締結 

平成 30 年：JR と板橋駅板橋区側一体開発推進に関する基本協定書締結 

 ：共同施工予定者として野村不動産株式会社を選定 

 ：都市計画決定（市街地再開発事業等） 

令和元年：施行認可（JR と野村不動産による個人施行）、権利変換計画認可 

令和 2 年：工事着手 

令和 9 年：工事完成 

・事業スキームについて 

板橋区所有用地と JR 用地を一体として市街地再開発事業として整備を行う。この市街地再開

発事業は JR と野村不動産が施行者となり、板橋区は地権者として事業に参画している。 

板橋区は事業用地に定期借地権（70 年）を設定し、野村不動産が借り受け地代を板橋区及び

JR に支払う。板橋区は JR が所有する商業施設の４階（公益エリア）の床を賃借する。 

・事業概要 

 

②板橋駅西口駅前広場 

・沿革 

平成 30 年の板橋口地区市街地再開発事業及び板橋駅西口地区市街地再開発事業の都市

計画決定が進行する中、両地区に挟まれた駅前広場は約 50 年前に戦災復興事業で整備された

ままとなっていたため、両地区の事業完成に合わせ再整備することとなった。 

平成 30 年度：駅前広場に関する基本線形の決定（まちづくり勉強会からの意見の集約等） 

令和元年度：駅前広場整備計画原案の策定 

令和２年度：駅前広場整備計画の策定 

令和 5 年度：整備計画更新検討に着手 

令和６・７年度：基本設計及び量再開発事業との調整、整備計画更新 

令和８年度：実施設計 



令和９年度：工事着手 

令和１１年度：工事完成 

・更新概要 

 

 

現状 

更新案 



・更新する概要 

 

③板橋駅西口再開発（組合施行※地権者の総意での施行） 

・沿革 

平成 25 年度：準備組合設立 

平成 30 年度：都市計画決定 

令和 4 年度：組合設立認可 

令和 6 年度：権利変換計画認可、解体工事着手 

令和 8 年度：本体工事着手 

令和 11 年度：工事完成 

・事業状況等について 

準組合の設立時の事業協力者は㈱大京 

組合設立時の参加組合員は㈱大京、三菱地所ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽ㈱、三井不動産ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙ㈱、 

安田不動産㈱ 



特定業務代行者 

・西松建設㈱ 

コンサルタント 

・㈱都市空間研究所 

設計事務所 

RIA・西松建設 設計共同企業体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④千川上水 

 

・沿革 

元禄 9 年（1696）玉川上水を現在の保谷・武蔵野両市境で分水したものです。北の石神井川

と南の妙正寺～善福寺川系の分水界上をぬって練馬から板橋を抜け、巣鴨まで開渠とし、それか

ら先を木樋（木管―土中埋設）で江戸までつないでいました。 

千川上水は、はじめ将軍お成りの小石川御殿、湯島聖堂、上野寛永寺及び浅草寺への給水を

主な目的とし、その周辺の武家屋敷や町家への飲料水にも利用されていました。宝永 4 年

（1707）には川沿いの村々から出された灌漑用水への利用が許可され、多摩群６か村、豊島群
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14 か村に分水を引かれることになりました。 

その後、江戸への上水としては享保 7 年（１７２２）に一度、さらに天明 6 年（１７８６）に再度の廃

止をみて、むしろ水田灌漑面に大きな役割を果たしながら幕末を迎えています。  

 幕末から明治にかけて、千川上水の水は滝野川の反射炉や王子の製紙会社、板橋の火薬製造

所などの工業用水として利用され始めました。明治 13 年には岩崎弥太郎の立案で千川水道会

社が設立されました。その後、東京の市街化が急速に進み、近代水道の普及が進むにつれて、明

治 41 年には千川水道会社は解散しました。大正 12 年の関東大震災以降、流域の宅地化がす

すめられ、昭和７年の大東京市成立を迎えるころには、上流部周辺でも水田が徐々に姿を消して

いきました。 この結果、水田灌漑に利用された分水の多くは昭和 10 年代で利用が中止され、そ

の後は主に板橋や王子での工場に利用されることとなりました。工場での水は常に不足がちで、

昭和 10 年には、石神井川の水を豊島園（※1）東側の中之橋下流わきから千川上水までポンプ

で揚げて利用したといいます。 

 千川上水利用の歴史は、このころすでに幕を閉じつつあったのです。役割を失った川は、付近の

住民にはさまざまな弊害をもたらすものとして映りました。昭和 23 年 10 月に、区議会から東京

都知事に出された意見書には、千川上水の弊害として降雨時の氾濫（はんらん）・浸水被害、子ど

もの水死事故、衛生問題があげられ、これらに対する善処を訴えています。 

 以後、暗きょ工事への要望が高まりましたが、水路管理権移管の問題(当時は板橋区長が管理)

や工事費用の問題(当時、暗きょ化には 5,000 万円必要)から、暗渠化の実施は昭和 27 年以

降となりました。 

 

 

  

 

 



３ 東武東上線大山駅周辺について 

 

⑤遊座大山商店街 

・沿革 
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  昭和 40年代の商店街 



 

⑥大山駅駅前広場 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

⑦ハッピーロード大山商店街 

・沿革 

 戦前から旧川越街道沿いに自然発生的に商店が並んでいましたが、朝鮮戦争の特需景気も加

わって、闇市が駅周辺や商店街中央に出来て人が集まるようになりました。闇市は一時１００軒を

超えたそうです。 

 1960 年（昭和 35 年）代の高度成長期には飛躍的な発展を遂げ、東上線沿線の住宅化が進む

とともに、近隣の地域のみならず東上線の成増や志木等の遠方から電車賃をかけてでも買いに

来るほどの人気となりました。1964 年（昭和 39 年）には創業地が千住であるイトーヨーカドーが

出店し、大山の核産業となりましたが、１９９４（平成 6 年）に閉店しました。 

 １９７８年（昭和 53 年）に池袋サンシャインが完成しましたが、このことに危機感を覚えた商店街

ではアーケード建設の構想が出てきました。大山駅寄りの「大山銀座商店街振興組合」と川越街

道沿いの「協同組合大山銀座美観街」の２つの商店街は合併を模索するようになり、1977 年（昭

和５２年）に合併し、1978 年（昭和５３年）4 月に念願のアーケードが完成しました。その後 1983

年（昭和５８年）に「ハッピーロード大山商店街振興組合」となりました。 
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昭和 40年代の商店街 



⑧クロスポイント周辺地区市街地再開発事（組合施行） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ピッコロ・スクエア周辺地区市街地再開発事業（組合施行）

 

 


